
3 投稿に関する倫理規程

（１）本誌に論文、研究ノート、書評を投稿する者は、「関西大学における人を対象とする研究

に関する倫理規程」等を熟知し、その研究の全過程において倫理的な配慮を行うことが

求められる。

（２）投稿内容に、実験、調査、フィールドワーク等を含む場合には、事前に「関西大学にお

ける人を対象とする研究倫理審査に関するチェックシート」等を参照して、倫理審査を

受ける必要があるかどうかを検討しなければならない。

（３）（２）の結果、研究倫理審査を受ける必要があると判断された場合は、人間健康学部の研

究倫理委員会または同等の機関に申請を行い、そこで当該の研究計画について承認を得

てから研究を行うことを原則とする。

（４）研究倫理審査を受けた場合、投稿時にその旨を証明する書類を（人間健康学部の研究倫

理委員会から承認を得た場合は、そこから得た審査番号を）添付すること。

4 著作権

（１）本誌、および関西大学の学術リポジトリに掲載された著作物の著作権（「複製権」「公衆

送信権」「翻訳権」「二次的著作物の利用権」等すべてのものを含む）は本研究科に帰属

するものとする。

（２）本誌に掲載された個々の著作物について、著作権侵害等の紛争が生じた場合は、当該著

作物の著作権者である本研究科の責任において処理する。

（３）本誌に掲載された自らの著作物を書籍刊行等に利用する場合には、本研究科の承認を得

ること、また初出情報をその刊行物内で明記することが必要となる。
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編集後記　

2 年に渡るコロナ禍の中、誰もが厳しい状況下で研究活動を強いられていますが、皆様の

お陰で、第 5巻となる本誌も無事に発行することができました。ご協力下さいました皆様に、

心より御礼申し上げます。

この度、本誌に掲載された論文は、視覚障害児の身体活動とダンスの可能性について考察さ

れたもので、身体活動を通じた人間の健康や幸福の促進を重視し、地域福祉活動への貢献をも

追求している本研究科の特徴が表れた研究といえるでしょう。今後の情勢の見通しは未だ立た

ない状況ですが、創意工夫次第で、この逆境を新たな発見や方法を見出すチャンスに変えるこ

ともできるはずで、その可能性を信じたいと思います。

今回で第 5巻の発行となる『人間健康研究科論集』は、人間健康研究科設立当初から大学

院教育に携わってこられた先生方のご尽力により、2018 年に発刊されました。本論集におき

まして、第 1巻から編集委員を担当され、第 4巻では査読委員も務めて下さいました小田伸

午教授が、2022 年 3月をもって退職されます。

小田先生のご研究は、先生がトレーニング・コーチや監督としてご活躍されていたラグビー

界のみならず、北京オリンピックで金メダルを獲得した女子ソフトボールチームの指導にも活

かされるなど、競技の枠を超えてスポーツの現場で広く支持されました。文理融合型の先駆的

なご研究をされ、誰にでも真摯に対応されていた小田先生の元には、学部・大学院を問わず多

くの学生が参集し、本研究科では先生の研究室は社会人を含め 15名の大学院生を輩出されま

した。本研究科およびスポーツ界への長年に渡る多大なご貢献に深く感謝申し上げます。４月

以降は大変淋しくなりますが、その後も折に触れ、ご助言・ご指導を頂けましたら幸いに存じ

ます。本当に有難うございました。

志岐幸子（編集委員）
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